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山部で行われた「花いっぱい運動」



今月の表紙

花いっぱい運動

　６月１４日、山部で行われた
「花いっぱい運動」での一コ
マです。
　今年も山部の小・中学校の
児童生徒、そして地域が協力
して、国道３８号線沿いの商店
街を花いっぱいで盛り上げ
ます。

　

表紙を飾る写真を募集中！

提出先/問い合わせ

市役所２階企画振興課

拶３９‐２３０４

人人口口とと世帯世帯数数
１８年５月末（前月比）

(- 2)25,287人　口

( 6)１３,271女

( -8)12,016男

( 6)21,524富良野

( -7)2,489山　部

( -1)1,２74東　山

( 8)10,796世帯数

( 10)9,380富良野

( -3)1,012山　部

( 1)404東　山

占冠村

８月５日～６日は

占冠村ふるさと祭り！

　占冠村最大のイベント、占冠村ふるさと
祭り！占冠村和牛のローストビーフや賞
品付きの楽しいゲームなど、内容も盛りだ
くさん。
　また、前夜祭では景品が当たる大抽選会
や、頭上に上がる迫力満点の花火は一見の
価値あり！
　ぜひ、お越しください。

鰹問 実行委員会　  拶39－8010

中富良野町

２００６ラベンダーまつり　

　　　　　迫力満点花火大会！　

７月１６日蚊フラワーパークを会場に、生バ
ンド演奏やキャラクターショー・各種ゲー
ム・繁穫祭（はんかくさい）などのイベン
トが盛りだくさん。
　夜は、町営ラベンダー園をバックに繰り
広げられる花火をぜひご覧ください。

鰹問 実行委員会　拶４４－２１２３
　

上富良野町

かみふらの花と炎の四季彩まつり

　淡い紫の色とさわやかなラベンダーの
香りにつつまれた会場では、ラベンダー結
婚式やあんどんパレードなど多彩なイベ
ントが繰り広げられ、フィナーレを飾る花
火大会は迫力満点です。

実施日　7月15日臥、16日蚊
ところ　日の出公園
内　容　ラベンダー結婚式・花火大会ほか

鰹問 運営委員会
　　　　　　拶４５－2191

南富良野町

太陽と森と湖の祭典
第３５回かなやま湖々水まつり

　７月３０日蚊、かなやま湖畔キャンプ場を
会場に、歌謡ショー、キャラクターショー
などが行われます。また、２９日臥にはライ
ブダムインかなやま湖と題したコンテス
トが行われ、ストリートミュージシャンや
アマチュア音楽家が熱いステージを繰り
広げます。
　ぜひ、ご来場ください。

鰹問 実行委員会　 拶５２－２１７８
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共
通
事
項

市
で
は
、
情
報
共
有
と
市
民
参
加
の
ル
ー
ル
条
例
に
も
と
づ
き
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を
実
施
し
ま
す
。

今
回
意
見
を
募
集
す
る
市
の
仕
事
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
全
文
は
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
山
部
・
東
山
支
所
、
担
当
課
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
（
市
民
の
意
見
募
集
）

市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

意
見
提
出
に
つ
い
て

◆
意
見
を
提
出
で
き
る
方

虚
市
内
に
住
ん
で
い
る
方
許
市
内
で
働
い
て
い
る
方

距
市
内
で
学
ん
で
い
る
方
鋸
市
内
に
事
業
所
や
事
務

所
が
あ
る
法
人
や
そ
の
他
の
団
体

◆
提
出
方
法

虚
封
書
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
な
ど
書
面

（
様
式
自
由
）
や
録
音
テ
ー
プ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

許
直
接
提
出
や
意
見
箱
（
公
表
場
所
に
設
置
）
へ
の
投

函
も
で
き
ま
す
。

距
意
見
を
提
出
す
る
と
き
は
、
住
所
・
氏
名
な
ど
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
氏
名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん

が
、
記
入
が
な
い
意
見
に
は
回
答
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

原
案
の
公
表
場
所

●
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）

●
山
部
・
東
山
支
所
窓
口

●
担
当
課

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

市民の意見をお寄せください

宅
地
造
成
工
事
許
可
申
請
手
数
料
の

見
直
し
に
伴
う
条
例
改
正
（
素
案
）

宅
地
造
成
工
事
許
可
制
度

と
は

　

傾
斜
地
な
ど
で
は
、
不
良
な
宅

地
造
成
工
事
が
行
わ
れ
る
と
、
災

害
時
に
地
す
べ
り
な
ど
が
起
こ
る

原
因
と
な
り
ま
す
。
傾
斜
地
な
ど

が
多
い
土
地
を
宅
地
造
成
規
制
区

域
と
し
て
指
定
し
、
同
区
域
内
で

行
わ
れ
る
一
定
規
模
以
上
の
宅
地

造
成
工
事
に
つ
い
て
は
、
法
に
も

と
づ
く
事
前
許
可
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
市
内
で
は
北
の
峰

町
、
御
料
、
学
田
三
区
の
一
部
で
、

宅
地
造
成
規
制
区
域
が
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

富
良
野
市
に
お
け
る
宅
地
造
成
工

事
許
可
事
務

　

都
市
計
画
法
開
発
行
為
に
係
る

許
可
事
務
と
同
様
に
、
宅
地
造
成

工
事
許
可
事
務
に
つ
い
て
は
、
平

成　

年
以
降
、
市
長
が
許
可
権
限

14
を
も
ち
、
事
務
処
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。
許
可
事
務
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
開
発
行
為
許
可
と
ほ
ぼ
同

様
の
手
続
を
経
て
許
可
事
務
処
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成　

年
以

14

降
の
年
間
許
可
事
務
処
理
件
数
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

宅地造成工事許可（件）年　　　度

０平成１４年度

３平成１５年度

３平成１６年度

０平成１７年度
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見
直
し
の
概
要

　

現
在
、
市
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
負
担
の
あ
り
方
を
見

直
す
た
め
、平
成　

年
３
月
に「
使

１８

用
料
・
手
数
料
の
設
定
基
準
」
を

作
成
し
す
べ
て
の
使
用
料
・
手
数

料
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
基
準
に
も
と
づ

き
宅
地
造
成
工
事
な
ど
を
行
う
か

た
に
、
審
査
な
ど
に
か
か
る
行
政

経
費
を
適
正
に
負
担
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
宅
地
工
事
許
可
申
請

手
数
料
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

○
手
数
料
の
改
定
内
容

・
改
定
す
る
手
数
料
と
現
行
と
の

比
較
表　

別
表
の
と
お
り

・
前
回
、
平
成　

年
度
に
改
定

１４

・
算
定
根
拠

　

１
時
間
あ
た
り
の
人
件
費×  

宅
地
造
成
工
事
面
積
区
分
毎
の
事

務
処
理
時
間
＋
物
件
費
（
消
耗
品

費
＋
燃
料
費
＋
通
信
費
）

　

当
市
の
宅
地
造
成
工
事
許
可
権

限
が
北
海
道
の
条
例
に
も
と
づ
き

移
譲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
北
海
道
全
体
の
手
数
料
水
準

を
意
識
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
見

富
良
野
市
に
お
け
る
開
発
行
為
許

可
事
務

　

平
成　

年
の
地
方
分
権
一
括
法

１２

施
行
以
降
、
こ
れ
ま
で
北
海
道
が

処
理
し
て
い
た
事
務
に
つ
い
て
は
、

道
条
例
に
よ
り
市
町
村
に
権
限
が

移
譲
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
市
で

は
、
平
成　

年
か
ら
、
都
市
計
画

１４

区
域
内
に
お
け
る
３，

０
０
０
㎡

以
上
の
宅
地
造
成
、
都
市
計
画
区

域
外
に
お
け
る
１
０，

０
０
０
㎡

以
上
の
宅
地
造
成
に
つ
い
て
、
市

長
が
許
可
権
限
を
も
ち
、
事
務
処

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

開
発
行
為
の
許
可
に
あ
た
っ
て

開
発
行
為
許
可
制
度
と
は

　

高
度
経
済
成
長
期
に
都
市
周
辺

で
は
、
大
規
模
な
宅
地
造
成
が
行

わ
れ
、
道
路
や
公
園
、
排
水
な
ど

の
公
共
施
設
が
十
分
に
整
備
さ
れ

て
い
な
い
不
良
な
市
街
地
形
成
が

進
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
方

自
治
体
が
後
追
い
で
必
要
な
公
共

施
設
を
整
備
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
、
公
共
負
担
の
増
加
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
無

秩
序
な
開
発
を
防
止
す
る
た
め
、

宅
地
を
開
発
す
る
行
為
に
つ
い
て

許
可
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

宅
地
造
成
工
事
許
可
申
請
手
数
料

開
発
行
為
許
可
申
請
手
数
料
の

見
直
し
に
伴
う
条
例
改
正
（
素
案
）

直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
北
海
道
の

手
数
料
額
を
上
限
と
し
て
見
直
し

し
て
い
ま
す
。

○
そ
の
他
の
変
更
点

・
本
年　

月
か
ら
宅
地
造
成
工
事

１０

中
の
設
計
変
更
な
ど
に
つ
い
て
新

た
に
変
更
許
可
申
請
が
必
要
と
な

る
法
改
正
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て　

月
か
ら
は
新
た
に
変
更

１０

許
可
処
理
事
務
が
生
じ
ま
す
。

○
手
数
料
の
改
定
の
実
施
時
期

　
　
　
　
　

平
成　

年
４
月
１
日

１９

見
直
し
の
検
討
経
過

○
平
成　

年
３
月

１８

　

使
用
料
・
手
数
料
の
設
定
基
準

　

制
定

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
平
成　

年
９
月

１８

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
検

　

討
結
果
公
表

・
平
成　

年
９
月　

議
会
審
議

１８

・
平
成　

年
４
月　

１９

　
　
　
　
　
　
　

利
用
料
の
改
定

建設水道部都市建築課

〒０７６‐8555

富良野市弥生町１番１号　志39‐2316
思23‐2124

電子メール

kenchiku-k@city.furano.hokkaido.jp

各手数料などの見直しに伴う条例改正

（素案）

に対する問い合わせ

宅地造成工事許可申請手数料の改正内容（素案）

改正後の
手数料

現在の
手数料

面　積　規　模
手数料

の区分

12,500円12,300円以内500㎡

許
可
申
請
手
数
料

宅
地
造
成
工
事

22,000円21,800円以内1,000㎡を超え５００㎡
32,700円32,100円以内2,000㎡を超え1,000㎡
49,000円48,800円以内5,000㎡を超え2,000㎡
70,500円67,000円以内10,000㎡を超え5,000㎡
118,000円110,000円以内20,000㎡を超え10,000㎡
176,000円170,000円以内40,000㎡を超え20,000㎡
266,000円250,000円以内70,000㎡を超え40,000㎡
352,000円340,000円以内100,000㎡を超え70,000㎡
442,000円420,000円を超え100,000㎡

切土または盛土をする土地のうち、設計を変更する土地の面
積と新たに切土などをする土地の面積との合計の面積に応
じ宅地造成工事許可申請手数料の額とする。

許
可
申
請
手
数
料

宅
地
造
成
工
事
変
更

10,500円
切土または盛土及び設計の変更を
伴わないその他の変更
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市民の意見をお寄せください
［意見募集期間］

７月１０日鰹月 ～３１日鰹月 

料
の
見
直
し
と
同
様
に
、使
用
料
・

手
数
料
の
全
庁
的
な
見
直
し
の
一

環
と
し
て
、
開
発
行
為
な
ど
を
行

う
か
た
に
、
審
査
経
費
を
適
正
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

○
手
数
料
の
改
定
内
容

・
改
定
す
る
手
数
料
と
現
行
と
の

比
較
表　

別
表
の
と
お
り

・
前
回
、
平
成　

年
度
に
改
定

１４

・
算
定
根
拠

　

１
時
間
あ
た
り
の
人
件
費×  

開
発
面
積
区
分
毎
の
事
務
処
理
時

間
＋
物
件
費
（
消
耗
品
費
＋
燃
料

費
＋
通
信
費
）

　

当
市
の
開
発
行
為
許
可
権
限
が

北
海
道
の
条
例
に
も
と
づ
き
移
譲

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

北
海
道
全
体
の
手
数
料
水
準
を
意

識
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
見
直
し

案
は
、
北
海
道
の
手
数
料
額
を
上

限
と
し
て
見
直
し
た
も
の
で
す
。

計
画
の
検
討
経
過

○
平
成　

年
３
月

１８

　

使
用
料
・
手
数
料
の
設
定
基
準

　

制
定

は
、
書
類
審
査
の
ほ
か
現
地
調
査

を
行
い
、
市
の
関
係
部
所
の

チ
ェ
ッ
ク
を
経
て
、
問
題
な
し
と

判
断
さ
れ
た
行
為
に
つ
い
て
許
可

し
て
い
ま
す
。
造
成
工
事
中
、
計

画
変
更
が
生
じ
れ
ば
、
変
更
に
つ

い
て
の
許
可
を
得
る
こ
と
が
必
要

に
な
る
ほ
か
、
工
事
が
適
正
に
行

わ
れ
た
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
、
中
間
検
査
や
完
了
検
査
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

見
直
し
の
概
要

　

宅
地
造
成
工
事
許
可
申
請
手
数

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
平
成　

年
９
月

１８

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
検

　

討
結
果
公
表

・
平
成　

年
９
月　

議
会
審
議

１８

・
平
成　

年
４
月　

１９

　
　
　
　
　
　
　

利
用
料
の
改
定

開発行為許可申請手数料の改正内容（素案）

改正後の手
数料

現在の
手数料

面　積　規　模
手数料

の区分

11,900円8,600円未満0.1ha
自
己
の
居
住
用

開

発

行

為

許

可

申

請

手

数

料

24,800円22,000円未満0.3ha以上0.1ha
48,000円43,000円未満0.6ha以上0.3ha
93,200円86,000円未満1.0ha以上0.6ha
139,000円130,000円未満3.0ha以上1.0ha
186,000円170,000円未満6.0ha以上3.0ha
231,000円220,000円未満10.0ha以上6.0ha
326,000円300,000円以上10.0ha
16,200円13,000円未満0.1ha

自
己
の
業
務
用

33,400円30,000円未満0.3ha以上0.1ha
69,500円65,000円未満0.6ha以上0.3ha
130,000円120,000円未満1.0ha以上0.6ha
214,000円200,000円未満3.0ha以上1.0ha
287,000円270,000円未満6.0ha以上3.0ha
363,000円340,000円未満10.0ha以上6.0ha
513,000円480,000円以上10.0ha
91,400円86,000円未満0.1ha

非

自

己

用

139,000円130,000円未満0.3ha以上0.1ha
209,000円190,000円未満0.6ha以上0.3ha
280,000円260,000円未満1.0ha以上0.6ha
419,000円390,000円未満3.0ha以上1.0ha
550,000円510,000円未満6.0ha以上3.0ha
709,000円660,000円未満10.0ha以上6.0ha
941,000円870,000円以上10.0ha

変更許可申請1件につき、次に掲げる額を合計した額。ただし、
その額が941,000円を超える時は、941,000円とする。

開
発
行
為
変
更
許
可
申
請
手
数
料

開発区域の面積に応じ、開発行為許可申請手数料の額に
10分の1を乗じて得た額とする。

設計

変更

新たに開発区域に編入される土地の面積に応じ開発行為
申請許可手数料の額とする。

区域

編入

10,500円10,000円　　　その他の変更

50,000円46,000円
用途地域の定められていない土地の区域
内における建築物建築特例許可申請手数
料

28,900円26,000円予定建築物等以外の建築等許可申請手数料

1,820円1,700円

・自己居住用
（面積問わず）
・自己業務用
（１ha未満）開発許可を受けた地位の

承継の承認申請手数料

2,700円2,700円
・自己業務用
（１ha以上）

18,200円17,000円・その他

480円470円開発登録簿の写しの交付手数料
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見
直
し
の
必
要
性

　

市
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
公

平
な
利
用
者
負
担
の
あ
り
方
を
見

直
す
た
め
、平
成　

年
３
月
に「
使

１８

用
料
・
手
数
料
の
設
定
基
準
」
を

作
成
し
す
べ
て
の
使
用
料
・
手
数

料
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
こ
の
基
準
に
も
と
づ
き

建
築
確
認
申
請
等
の
手
数
料
の
見

直
し
を
行
な
う
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
条
例
改
正
を
行
な

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

見
直
し
の
概
要

　

建
築
確
認
申
請
等
の
手
数
料
に

つ
い
て
は
、
平
成　

年
の
地
方
分

１２

権
一
括
法
の
施
行
に
よ
り
、
建
築

基
準
法
に
よ
る
法
定
手
数
料
と
し

て
の
取
り
扱
い
か
ら
、
富
良
野
市

を
含
む
限
定
特
定
行
政
庁
（
現
在

道
内　

市
町
）
及
び
特
定
行
政
庁

３９

（
道
内　

市
）が
独
自
に
手
数
料
条

１０

例
を
制
定
し
、
手
数
料
の
額
を
決

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

手
数
料
の
額
に
つ
い
て
は
北
海
道

内
の
均
衡
を
は
か
る
た
め
全
行
政

庁
が
北
海
道
の
額
を
採
用
し
て
き

ま
し
た
が
、
北
海
道
は
、
４
年
毎

の
見
直
し
に
よ
り
平
成　

年
７
月

１６

よ
り
既
に
新
手
数
料
へ
と
改
定
し

て
い
ま
す
。
市
に
お
い
て
も
、
平

成　

年
条
例
制
定
後
６
年
が
経
過

１２
し
、
そ
の
後
の
建
築
基
準
法
改
正

に
お
け
る
審
査
項
目
の
増
加
な
ど

に
応
じ
、
適
切
な
単
価
に
改
定
す

る
必
要
が
あ
り
、
市
の
実
態
に

沿
っ
た
改
定
と
し
ま
す
。

　

改
定
す
る
手
数
料
と
現
行
と
の

比
較
は
、
別
表
の
と
お
り

見
直
し
の
検
討
経
過

○
平
成　

年
１
月
〜
３
月

１８

　

改
定
手
数
料
案
の
算
出

建

築

確

認

申

請

等

手

数

料

の

見

直

し

に

伴

う

条

例

改

正

（

素

案

）

差　額
（Ａ）ー（Ｂ）

現行手数料
（Ｂ）

改定手数料 
(予定）（Ａ）手数料区分

37,500円0円37,500円道路位置指定

10,000円120,000円130,000円仮設建築物建築許可

8,400円78,000円86,400円一団地認定

9,500円28,000円37,500円＋１棟につき

9,400円6,400円15,800円複数建築物認定取消

1,500円12,000円13,500円＋１棟につき

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
平
成　

年
９
月

１８

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
検

　

討
結
果
公
表

・
平
成　

年
９
月　

議
会
審
議

１８

・
平
成　

年
４
月　

１９

　
　
　
　

利
用
料
の
導
入
・
改
定

確認申請手数料算定一覧（素案）

市民の意見をお寄せください
［意見募集期間］

７月１０日鰹月 ～３１日鰹月 

完了検査手数料算定一覧（素案）

指定・許可・認定申請手数料算定一覧（素案）

建設水道部都市建築課

〒０７６‐8555

富良野市弥生町１番１号　志39‐2316
思23‐2124

電子メール

kenchiku-k@city.furano.hokkaido.jp

差　額
（Ａ）ー（Ｂ）

現行手数料
（Ｂ）

改定手数料
(予定）（Ａ）

手数料区分

3,000円5,000円8,000円０～３０

床面積
（㎡）

4,000円9,000円13,000円３０超～１００
5,000円14,000円19,000円１００超～２００
6,000円19,000円25,000円２００超～５００
7,000円34,000円41,000円５００超～
5,000円8,000円13,000円工　作　物
4,000円4,000円8,000円工作物変更

差　額
（Ａ）－（Ｂ）

現行手数料
（Ｂ）

改定手数料 
（予定）（Ａ）

手数料区分

1,000円10,000円11,000円０～３０

床面積
（㎡）

2,000円12,000円14,000３０超～１００
2,000円16,000円18,000円１００超～２００
2,000円22,000円24,000円２００超～５００
3,000円36,000円39,000円５００超～
1,000円9,000円10,000円工　作　物
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市民のご意見をお寄せください
◆パブリックコメント手続の実施予告◆

市民の意見を市の仕事に反映させるため、意見を募集するパブリックコメント手続（市民意見提出手続）

を次のとおり実施しますので、事前にお知らせします。

意見募集案件の詳しい内容は、意見募集期間中に行政情報コーナー（市役所１階）、山部・東山支所、担当

課、市ホームページ、広報ふらの８月号（概要のみ）で公表します。

担　当　課意見募集期間意　見　募　集　案　件

拶23-3545

拶42-2407

拶27-2121

虚社会教育課　
許生涯学習セン　
　ター　

距東山支所　

７月２５日から

８月１４日まで

公民館利用料の見直し

虚中央公民館

許山部公民館

距東山公民館

虚

拶42-2407生涯学習センター生涯学習センター利用料の見直し許

拶23-3545社会教育課　文化会館利用料の見直し距

拶42-2121山部支所　
山部福祉センター利用料・山部地区生活改善
センターの利用料の見直し

鋸

拶22-2001ふれあいセンター老人福祉センター指定管理者制度の導入漁

拶22-2001ふれあいセンター勤労青少年ホーム指定管理者制度の導入禦

拶22-5510看護専門学校　看護専門学校学生寮指定管理者制度の導入魚

拶39-2200保健課　看護職員養成就学資金貸付金制度の改正亨

拶23-3292スポーツ課　屋外スポーツ施設指定管理者制度の導入享

「
富
良
野
市
補
助
交
付
基
準
の
作
成
に
つ
い
て
」
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
手
続
の
延
期
に
つ
い
て

　

広
報
お
知
ら
せ
版
6
月
号
で
予
告
を
し
て
い
ま
し
た
、「
富
良

野
市
補
助
金
交
付
基
準
の
作
成
に
つ
い
て
」
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
（
市
民
参
加
手
続
）
の
実
施
は
準
備
不
足
の
た
め
延
期

し
ま
す
。

　

延
期
後
の
実
施
日
に
つ
い
て
は
改
め
て
実
施
予
告
で
み
な
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
向
け
た

意
見
交
換
会
の
開
催

　

市
で
は
、「
公
の
施
設
管
理
運
営
方
針
」
に
も
と
づ
き
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
向
け
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。
制
度
の
導
入
に
あ
た
り
、
施
設
の
利
用
料
及
び
利
用
時
間
な

ど
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
す
。

◆
と　

き　

７
月　

日
俄　

午
後
１
時　

分
か
ら

２４

３０

◆
と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
申　

込　

７
月　

日
峨
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

１８

鰹問
 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

拶
２
２
‐
２
０
０
１

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

富
良
野
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
運
営
委
員
会

◆
と　

き　

７
月　

日
我　

午
後
７
時
か
ら

１９

◆
と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
内　

容　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

鰹問
 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

拶
２
２
‐
２
０
０
１
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次
の
と
お
り
意
見
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
に
対
す
る
結
果
（
意
見

の
概
要
と
市
の
考
え
方
）
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
今
後
は
、
こ
の
公
表
結
果
に
も
と
づ
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。 パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続続

（
市
民
の
意
見
募
集

（
市
民
の
意
見
募
集
））
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
すす

◇
市
民
意
見
◇

　

少
年
団
活
動
に
か
か
る
利
用
料

金
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

少
年
団
組
織
に
は
学
校
型
（
教

員
中
心
指
導
）
と
地
域
型
（
地
域

住
民
指
導
）
に
分
か
れ
る
が
、
学

校
型
少
年
団
は
自
校
を
優
先
的
に

利
用
し
活
動
さ
れ
て
い
る
場
合
が

多
く
、
地
域
型
は
活
動
場
所
の
確

保
や
用
具
の
保
管
な
ど
課
題
が
多

い
。
こ
の
よ
う
な
中
で
次
の
課
題

に
回
答
い
た
だ
き
た
い
。

虚
学
校
開
放
事
業
の
時
間
帯
は
何

時
か
ら
何
時
ま
で
と
す
る
の
か
？

市
の
考
え
方

　

今
回
提
案
の
条
例
案
で
は
午
前

９
時
か
ら
午
後
９
時
と
し
て
い
ま

す
が
、
あ
く
ま
で
も
「
学
校
教
育

上
支
障
の
な
い
範
囲
で
市
民
の
利

用
に
供
す
る
。」と
規
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
条
例
は
市
内　

校
の
統

１５

一
的
な
条
例
で
す
。
平
日
の
体
育

館
利
用
は
学
校
授
業
の
あ
と
、
部

活
動
な
ど
が
終
了
し
て
か
ら
の
利

用
と
な
り
ま
す
の
で
、
午
後
７
時

か
ら
午
後
９
時
ま
で
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
当
初
か
ら
学
校
施
設
の

利
用
は
一
般
社
会
人
を
対
象
と
し

た
活
動
が
主
体
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
利
用
時
間
帯
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
利
用
時
間
帯
を
平
日
午
後　

時
１０

ま
で
と
し
、
１
時
間
延
長
す
る
予

定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
一
般
社
会

人
の
利
用
を
午
後　

時
ま
で
と
す

１０

る
と
、
夕
方
の
早
い
時
間
帯
は
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

許
午
後
４
時
か
ら
７
時
ま
で
の
利

用
や
土
曜
日
・
日
曜
日
及
び
祝
祭

日
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
誰
の
責

任
と
判
断
及
び
許
可
と
す
る
の

か
？

市
の
考
え
方

　

こ
れ
ま
で
の
学
校
施
設
の
利
用

に
つ
い
て
は
、校
長
を
開
放
主
事
・

教
頭
を
管
理
指
導
員
と
し
て
委
嘱

し
、
学
校
施
設
を
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
利
用
し
て
い
ま
す
。
今
回
提
案

の
条
例
で
の
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
ま
で
の
と
お
り
夕
方
や

土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
祭
日
は

校
長
の
判
断
と
考
え
て
い
ま
す
。

距
小
学
校
・
中
学
校
を
使
っ
て
行

う
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
、
地
域

団
体
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
幼

稚
園
行
事
な
ど
）
は
、
営
利
目
的

の
利
用
と
な
る
の
か
？

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
制
度
導
入
（
案
）

学
校
開
放
の
利
用
料
の
導
入
（
案
）

意見
件数意見募集期間意　見　募　集　案　件

０件
平成１８年５月８日から

　　　　５月２９日まで
未利用財産利活用基本方針（案）

１件
平成１８年５月１日から

　　　　５月２２日まで

スポーツセンター指定管理者制度
導入（素案）

学校開放の利用料導入（素案）

●パブリックコメント手続の結果公表中　
　　市ホームページ　市役所1階行政情報コーナー　山部・東山支所
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市
の
考
え
方

　

営
利
目
的
と
は
判
断
し
ま
せ
ん
。

営
利
目
的
と
は
、
入
場
料
な
ど
を

徴
収
し
て
の
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン

（
興
行
）や
大
会
な
ど
を
行
う
活
動

と
考
え
て
い
ま
す
。

鋸
以
前
か
ら
、
体
育
協
会
の
要
望

事
項
に
あ
が
っ
て
い
る
が
、
学
校

開
放
事
業
の
利
用
時
間
延
長
が
あ

る
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
だ

け
延
長
す
る
こ
と
は
、
学
校
開
放

事
業
と
の
整
合
性
に
欠
け
る
の
で

は
な
い
か
？

市
の
考
え
方

　

学
校
施
設
の
利
用
時
間
の
延
長

に
つ
い
て
は
、
開
放
主
事
と
管
理

指
導
員
の
任
務
が
増
加
す
る
だ
け

は
で
な
く
、
管
理
費
用
も
増
加
し

ま
す
。
今
回
の
条
例
に
も
管
理
費

用
の
一
部
負
担
を
提
案
し
て
い
ま

す
が
、
合
理
的
に
か
つ
集
中
的
に

活
用
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

漁
学
校
開
放
主
事
及
び
管
理
人
に

支
払
っ
て
い
る
年
額
報
酬
は
、
何

の
用
務
に
関
す
る
報
酬
か
？
市
町

村
に
よ
っ
て
、
学
校
開
放
事
業
の

運
用
は
異
な
る
と
思
う
が
、
旭
川

市
で
は
地
域
の
管
理
者
が
、
学
校

体
育
館
の
鍵
の
施
錠
を
し
て
お
り
、

１
施
設
に
２
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体

が
使
用
す
る
な
ど
、
有
効
的
に
利

用
し
て
い
る
と
聞
い
た
。
当
然
利

用
上
の
問
題
（
電
気
や
暖
房
の
消

し
忘
れ
な
ど
）
も
起
き
て
い
な
い

ら
し
い
。

市
の
考
え
方

　

平
成　

年
度
ま
で
の
学
校
開
放

１７

主
事
と
管
理
指
導
員
の
年
額
報
酬

は
１
人
月
額
２，

０
０
０
円
で
、

４
８，

０
０
０
円
（　

月
〜
３
月

１１

の
学
校
は
２
０，

０
０
０
円
）
の

支
出
を
し
て
い
ま
す
。
報
酬
の
目

的
は
学
校
開
放
に
よ
る
施
設
管
理

と
（
地
域
で
ま
ち
ま
ち
で
す
が
）

鍵
の
管
理
が
主
な
内
容
で
す
。
平

成　

年
度
ま
で
は
自
主
事
業
の
開

１６
催
も
業
務
内
容
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
経
費
の
節
減
で
自
主
事
業

に
つ
い
て
は
廃
止
し
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
か
ら
の
業
務
と
し
て
、

１９

新
た
に
利
用
料
の
徴
収
業
務
の
一

部
を
行
う
予
定
で
す
。
地
域
住
民

に
よ
る
管
理
方
式
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
し
ま
す
。

　

少
年
団
活
動
に
か
か
る
利
用
料

は
、
条
例
案
の
と
お
り
学
校
施
設

の
利
用
で
は
無
料
、
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
利
用
は
1
時
間
3
0
0

円
で
一
般
の
利
用
料
（
1
時
間
1，

0
0
0
円
（
ア
リ
ー
ナ
利
用
））
に

比
べ
低
料
金
で
設
定
し
、
青
少
年

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

自
校
を
優
先
的
に
利
用
で
き
る

少
年
団
活
動
と
、
利
用
料
の
か
か

る
少
年
団
活
動
に
差
が
生
じ
て
い

る
と
の
意
見
で
す
が
、
利
用
料
の

か
か
る
少
年
団
活
動
の
す
べ
て
を

条
例
案
よ
り
低
額
に
設
定
す
る
と

収
入
減
と
な
り
、
今
後
指
定
管
理

者
へ
移
行
す
る
に
あ
た
っ
て
管
理

運
営
費
が
増
大
し
、
市
の
財
政
負

担
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
ご
理
解
の
う

え
、
現
状
で
の
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
今
回
導
入
す
る
指
定
管

理
者
制
度
は
、
利
用
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
た
め
、
指
定
管
理
者
の
裁
量

で
利
用
料
（
上
限
額
内
）
の
設
定

を
行
な
う
こ
と
も
で
き
る
制
度
で

す
。
今
回
い
た
だ
い
た
意
見
は
、

指
定
管
理
者
へ
移
行
す
る
際
の
協

議
事
項
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
拶
２
３
‐
３
２
９
２

未
利
用
財
産
利
活
用
基
本
方
針

意
見
交
換
会
の
結
果

と
　
き　

５
月　

日　

午
後
6
時　

分
〜
７
時　

分

１１

３０

２０

と
こ
ろ　

市
役
所　
     
参
加
者　

１
名

■
対
象
の
案
件
の
内
容
・
検
討
事
項

　

市
の
財
政
状
況
の
悪
化
す
る
中
、
用
途
廃
止
な
ど
に
よ
る
未
利
用

財
産
の
増
加
に
よ
り
維
持
管
理
業
務
や
経
費
が
増
加
す
る
一
方
で
、

成
果
重
視
の
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
、
未
利
用
財
産
へ
の
市
民
利
用

ニ
ー
ズ
も
発
生
し
、
貸
付
、
売
却
に
よ
る
使
用
料
や
固
定
資
産
税
な

ど
の
財
源
確
保
な
ど
、
積
極
的
な
公
有
財
産
の
活
用
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
民
に
積
極
的
に
公
表
し
、
市
民
共
有
の

財
産
の
適
正
な
管
理
と
公
平
、
公
正
で
透
明
性
の
あ
る
利
活
用
（
処

分
）
の
推
進
を
図
る
た
め
の
、
未
利
用
財
産
の
利
活
用
の
基
本
的
な

考
え
方
を
基
本
方
針
と
し
て
定
め
る
も
の
で
す
。

■
主
な
質
疑
の
内
容

虚
こ
の
基
本
方
針
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
良
い
形
で
市
民
に
利
活

用
（
処
分
）
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

﹇
市
の
考
え
﹈

　

意
見
の
と
お
り
、
こ
の
基
本
方
針
に
も
と
づ
き
少
し
で
も
未
利
用

財
産
の
活
用
を
図
り
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
答
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

６
月
に
基
本
方
針
を
決
定
を
し
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
基
本
方
針
に

も
と
づ
き
、
順
次
、
個
別
の
未
利
用
財
産
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
事

務
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

財
政
課

　
　
拶
３
９
‐
２
３
０
６
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問合せ

北海へそ祭り実行委員会

（商工観光課）

維３９‐２３１２

第38第38回回

北北海海
へそ祭へそ祭りり

親と子の親と子の絆絆

市民同士の絆を深市民同士の絆を深めめ

確かめ合う日として図腹のみの踊りとなり確かめ合う日として図腹のみの踊りとなりまま

すす。。

伝統のへそ踊りをエネルギッシュに踊りま伝統のへそ踊りをエネルギッシュに踊りませせ

んかんか。。

　　　　 日のへそ踊りのコンセプト２２８８

へその街に集まった観光客へその街に集まった観光客とと

へその街に住む市民との絆を深める日としへその街に住む市民との絆を深める日としてて

図腹を基本としつつも、浴衣・仮装・飛び図腹を基本としつつも、浴衣・仮装・飛び入入

りなど自由な形で参加できるパレード踊りりなど自由な形で参加できるパレード踊りをを

行います行います。。

観光客の方も、お腹を出せない方観光客の方も、お腹を出せない方もも

一緒に踊りませんか一緒に踊りませんか。。

　　　　 日のへそ踊りのコンセプト２２９９

葛オープニングセレモニー
葛音楽パレード
葛こどもへそ踊り大会
葛 神輿 

みこし

葛北海へそ踊り大会（図腹限定）
　午後７時～８時
葛ビールパーティ他

葛弥栄太鼓の演奏
葛各種イベント（赤ちゃんハイハイ他）
葛 神輿 

みこし

葛フリーマーケット
葛北海へそ踊り大会（フリー）
　午後７時～８時３０分
葛表彰式
葛エンディングセレモニー他

　
日
画

２８

　
日
臥

２９

主な日主な日程程
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協賛イベント

正調へそ踊りと次世代へそ踊りとのコラボレーション

祭り期間中の交通規制にご協力ください

７月２８日画午前５時～３０日蚊
午前１１時まで■の部分が歩行

者天国になります。

北海イカダ下りin空知川

◆と　き　７月30日蚊　午前１１時～

◆ところ　スタート　布部大橋
　　　　　ゴール　　富良野大橋

◆参加料　無　料

◆申込期限　７月21日画
問合せ・申込み
　　　商工観光課　拶３９‐２３１２

特産市出店者大募集

◆と　き　２８日画　午後３時～９時

　　　　　２９日臥　

　　　　　午前１０時～午後９時

◆ところ　エーコープ朝日店駐車場

◆その他　全国へそのまち観光物産
　　　　　展を同時開催

◆申込期限　７月１０日俄

問合せ・申込み
　　　商工観光課　拶３９‐２３１２

ふらのへそマラソン

◆と　き　７月23日蚊　
　　　　　午前８時４５分開会式
　　　　　午前９時３０分スタート
◆開会式　ふらのワイン工場駐車場
◆その他　ラベンダーウォーク　
　　　　　先着３０名までのオープン
　　　　　参加が出来ます（当日会場
　　　　　受付）　

問合せ・申込み
　　　スポーツ課　拶23‐3292

フリーマーケット

◆と　き　７月２９日臥　
　　　　　午前９時～午後２時

◆ところ　本通り　北洋銀行前
◆出店募集数　１００店
　　　　　　　１区画2.5ｍ×2.5ｍ

◆出店料　５００円
◆申込期限　７月２５日峨まで　

問合せ・申込み
ふらのまちづくり株式会社　
　　　　　　　　　拶23‐5177
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選
挙
違
反
に
つ
い
て

　
市
職
員
の
選
挙
違
反
に
つ
い
て

質
問
し
ま
す
。
公
僕
の
選
挙
違
反

は
許
さ
れ
る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
ぜ
６
カ
月
の
停
職
処
分
な

の
か
、
そ
の
理
由
を
問
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
を
裏
切
っ
た
選
挙
違

反
該
当
者
を
懲
戒
免
職
に
す
べ
き

と
の
声
が
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
件
に
つ
い
て
も
所
見
を
伺
い

た
い
。

（
緑
町
 男
性
）

「
総
務
課
」
で
す

　
こ
の
度
の
、
公
職
選
挙
法
違
反

に
よ
る
富
良
野
市
職
員
２
名
の
逮

捕
に
つ
い
て
、
市
民
及
び
各
関
係

者
の
皆
様
に
多
大
な
ご
迷
惑
と
信

頼
を
損
ね
る
結
果
を
招
い
た
こ
と

に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
本
事
件
に
係
る
市
職
員
の
懲
戒

処
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
か
ら
５
月
８
日
に
報
告

を
受
け
、
５
月
　
日
に
富
良
野
市

12

職
員
懲
戒
処
分
等
に
関
す
る
規
程

等
に
も
と
づ
き
そ
の
裁
定
を
判
断

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
量
定
に
つ
き

ま
し
て
は
、
過
去
に
お
け
る
懲
戒

処
分
な
ど
の
決
定
内
容
や
、
他
自

治
体
の
処
分
な
ど
を
参
考
に
し
、

ま
た
、
当
該
職
員
の
日
頃
の
勤
務

市
民
の

声
ＶＶＯＯＩＩＣＣＥＥ

市
へ
の
質
問
・
意
見
や
、
広
く
市
民

に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
掲

載
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
便
・
電
子
メ
ー
ル
な
ど

必
ず
書
面
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
広

報
へ
は
掲
載
し
ま
せ
ん
が
、
内
容
確

認
な
ど
の
た
め
こ
ち
ら
か
ら
連
絡

す
る
場
合
が
あ
る
の
で
必
ず
氏
名
・

連
絡
先
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る

こ
と
や
誹
謗
・
中
傷
な
ど
、
内
容
に

よ
り
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
る

こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

問合せ・送付先
　〒０７６‐８５５５　富良野市弥生町１番１号
　富良野市役所 企画振興課 

電話　３９‐２３０４　FAX　２３‐２１２１
電子メール
　富良野市ホームページのメールフォームを
ご利用ください。
　http://www.city.furano.hokkaido.jp/
　「あなたの声をまちづくりに」→「市民の声」
を選択

態
度
な
ど
の
状
況
や
、
過
去
に
お

け
る
非
違
行
為
等
の
有
無
、
事
件

に
至
っ
た
背
景
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
勤
務
態
度

は
良
好
で
こ
れ
ま
で
非
違
行
為
も

な
く
、
事
件
に
つ
い
て
も
自
主
的

に
告
白
し
、
事
件
の
重
大
性
を
充

分
認
識
し
、
深
く
反
省
し
て
い
る

こ
と
な
ど
総
合
的
に
勘
案
し
、
免

職
相
当
を
軽
減
し
た
決
定
と
い
た

し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
事
件
の
重
大

性
か
ら
免
職
に
次
ぐ
重
い
処
分
と

し
て
、
停
職
で
最
高
量
定
と
な
る

６
カ
月
の
処
分
と
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
　
な
お
、
職
員
が
、
禁
固
刑
以
上

の
刑
が
確
定
さ
れ
た
場
合
は
、
地

方
公
務
員
法
に
よ
り
、
自
動
的
に

失
職
す
る
こ
と
を
確
認
の
上
の
決

定
で
す
。

　
今
後
は
、
事
件
の
再
発
防
止
に

努
め
る
と
と
も
に
市
政
の
信
頼
回

復
の
た
め
、
職
員
の
公
務
員
倫
理

を
一
層
徹
底
し
、
市
民
の
期
待
と

信
頼
に
応
え
る
べ
く
職
員
一
丸
と

な
っ
て
職
務
精
励
に
努
め
ま
す
。

市
職
員
の
　
　
　
　
　

待
遇
に
つ
い
て

①
新
市
長
は
行
財
政
改
革
、
特
に

市
職
員
の
給
与
報
酬
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
理
解
と
納
得
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
と
公
約
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
　
日
富
良
野
市
で
は

１８

職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
、
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
の
状
況
を
類
似
団

体
平
均
、
全
国
市
平
均
と
の
か
ら

み
で
「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
市
職
員
の
中
に

は
自
分
た
ち
の
給
与
水
準
は
市
内

各
企
業
、
商
店
、
工
場
、
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
と
同
水
準
で
あ
り

高
い
な
ど
と
ん
で
も
な
い
と
い
う

人
も
い
ま
す
が
、
農
業
、
中
小
企

業
、
サ
ー
ビ
ス
、
流
通
業
で
働
く

も
の
が
多
く
、
市
民
感
情
か
ら
い

う
と
か
な
り
感
覚
が
違
う
と
思
う

の
で
す
が
、
新
市
長
は
い
か
が
お

考
え
で
す
か
？

②
市
職
員
の
福
利
厚
生
費
に
つ
い

て
新
聞
報
道
で
昨
年
、
今
年
と
２

度
に
わ
た
り
富
良
野
市
は
全
道
で

Ｓ
市
、
Ｕ
市
と
並
ん
で
ベ
ス
ト
３

と
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
聞
で

の
反
論
の
記
事
や
広
報
で
の
説
明

も
一
切
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
説

明
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

富
良
野
市
程
度
の
規
模
で
は
市
民

サ
ー
ビ
ス
も
こ
の
程
度
が
限
度
と

良
く
聞
く
中
で
市
職
員
へ
の
サ
ー

ビ
ス
が
突
出
し
て
い
る
よ
う
に
思

う
の
で
す
が
？

③
国
や
道
の
職
員
の
「
天
下
り
問

題
」
に
つ
い
て
色
々
と
い
わ
れ
て

い
る
中
で
市
職
員
の
場
合
は
ど
う

な
の
か
？
特
に
市
か
ら
何
ら
か
の

形
で
補
助
金
等
を
出
し
て
い
る
団

体
へ
の
「
官
か
ら
民
へ
の
」
再
就

職
に
つ
い
て
何
か
歯
止
め
が
あ
っ

て
も
良
い
と
思
う
の
で
す
が
？

（
緑
町
 男
性
）

「
総
務
課
」
で
す

①
の
回
答

　
こ
れ
ま
で
職
員
の
給
与
な
ど
に

つ
い
て
は
、
毎
年
広
報
２
月
号
誌

上
に
て
公
表
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

職
員
給
与
等
の
公
表
に
つ
い
て
の

全
部
改
正
に
つ
い
て
（
平
成
　
年
17
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８
月
　
日
　
総
務
事
務
次
官
通

29

知
）」
の
施
行
に
も
と
づ
き
、
職

員
の
給
与
・
定
員
管
理
状
況
に
つ

い
て
よ
り
透
明
性
を
高
め
る
と
と

も
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
公
表
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
北
海

道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
リ
ン
ク
し

て
お
り
道
内
他
市
町
村
の
給
与
・

定
員
管
理
状
況
と
比
較
が
で
き
、

ま
た
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
総
務

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
も
リ
ン
ク

し
て
い
ま
す
の
で
、
全
国
の
市
町

村
の
状
況
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
職
員
の
給
与
は
地
方
公
務
員
法

第
　
条
第
３
項
で
「
職
員
の
給
与

24
は
、
生
計
費
並
び
に
国
及
び
他
の

地
方
公
共
団
体
の
職
員
並
び
に
民

間
事
業
の
従
事
者
の
給
与
そ
の
他

の
事
情
を
考
慮
し
て
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
さ
れ
て

お
り
、
人
事
院
は
毎
年
こ
の
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
富
良
野
市

に
お
い
て
も
毎
年
出
さ
れ
る
人
事

院
勧
告
を
参
考
に
職
員
の
給
与
な

ど
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
職
員
給
与
に
つ
い
て

平
均
7
.
8
％
の
引
下
げ
を
行
い
、

特
別
職
の
報
酬
な
ど
も
含
め
て
前

年
比
で
給
与
総
額
約
２
億
４
千
万

円
の
削
減
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
民
間
水
準

や
賃
金
水
準
を
よ
り
適
切
に
反
映

市民の声

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
国

家
公
務
員
の
給
与
の
取
り
組
み
を

参
考
と
し
て
、
職
員
の
給
与
水
準

の
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
の
回
答

　
職
員
福
利
厚
生
会
は
、
地
方
公

務
員
法
第
　
条
（
「
地
方
公
共
団

42

体
は
、
職
員
の
保
健
、
元
気
回
復

そ
の
他
厚
生
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
計
画
を
樹
立
し
、
こ
れ
を
実

施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」）
に

も
と
づ
き
、
職
員
の
文
化
・
教

養
・
保
健
及
び
体
育
に
関
す
る
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
別
職
を

含
め
全
職
員
が
会
員
と
な
っ
て
お

り
、
教
養
・
娯
楽
事
業
助
成
、
各

種
親
睦
大
会
の
開
催
、
各
種
ク
ラ

ブ
へ
の
運
営
助
成
、
慶
弔
見
舞
金

の
給
付
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
各
種
事
業
は
、
会
費
（
給
料
月

額
の
0
.
3
％
）
と
市
交
付
金
、

事
業
収
益
、
そ
の
他
収
入
を
財
源

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

交
付
金
額
は
年
々
見
直
し
を
図
り
、

平
成
　
年
度
は
会
費
4
5
3
万
円

16

に
対
し
て
7
3
4
万
円
を
市
交
付

金
と
し
て
支
出
し
ま
し
た
が
、
平

成
　
年
度
予
算
で
は
会
費
3
9
1

18
万
円
に
対
し
て
3
4
３
万
円
の
交

付
金
の
支
出
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

お
お
よ
そ
会
費
と
市
交
付
金
の
割

合
は
１
対
１
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
事
業
内
容
な
ど
の
見
直
し

を
図
り
、
よ
り
効
率
的
な
運
営
を

図
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
の
回
答

　
天
下
り
と
は
一
般
的
に
、
公
務

員
が
そ
の
業
務
と
関
連
の
あ
る
会

社
に
高
い
地
位
の
役
職
で
再
就
職

す
る
こ
と
を
さ
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
国
家
公
務
員
法
で
は
、
退

職
者
が
一
定
の
期
間
退
職
以
前
の

地
位
に
関
係
す
る
民
間
会
社
へ
再

就
職
す
る
事
を
制
限
し
て
い
ま
す
。

地
方
公
務
員
の
再
就
職
に
つ
い
て

は
、
国
家
公
務
員
の
よ
う
な
法
的

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
職
員

が
民
間
企
業
な
ど
に
再
就
職
す
る

場
合
、
業
務
の
公
正
な
執
行
に
支

障
を
生
ず
る
と
い
っ
た
よ
う
な
誤

解
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

と
考
え
ま
す
。
今
後
と
も
地
方
公

務
員
法
改
正
の
動
き
を
注
視
し
な

が
ら
、
他
市
の
状
況
な
ど
を
参
考

に
対
処
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーククククククククククククククククククククゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー東部パークゴルフ場オープププププププププププププププププププププンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

　６月１０日臥、東部パークゴルフ場（麓郷集落セ

ンター横）がオープンしました。

　コースは全９ホール、距離は４８０ｍで起伏にと

んだコースとなっています。グリーンには、カッ

プを２カ所設置することにより、同じコースでも

２回楽しめます。今後は１０月まで開設予定。

○料　金　無料

○定休日　毎週金曜日

問合せ　東部パークゴルフ場管理運営委員会

拶29‐2718 ６月１０日に行われたオープン式
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予算執行状況

 平成17年度下半期（平成18年３月３１日現在）の

一般会計　歳入
執行率（％）収 入 済 額予 算 額区 分

99.0２２億6,567万円２２億8,811万円市 税

77.1２億8,780万円３億7,330万円地 方 譲 与 税

100.0２億7,203万円２億7,203万円地方消費税交付金

100.08,785万円8,785万円自動車取得税交付金

100.0４８億3,986万円４８億3,986万円地 方 交 付 税

61.6３億2,214万円５億2,258万円分担金・負担金

100.5１億7,648万円１億7,565万円使用料・手数料

68.3９億2,967万円13億6,151万円国 庫 支 出 金

60.7６億2,408万円10億2,830万円道 支 出 金

73.8３億8,217万円5億1,755万円繰 入 金

48.1２億8,356万円５億8,976万円諸 収 入

3.52,800万円8億0,390万円市 債

94.3２億6,015万円2億7,580万円そ の 他

81.9１０７億5,946万円１３1億3,620万円合 計

一般会計　歳出
執行率（％）支 出 済 額予 算 額区 分

98.5１億6,797万円１億7,054万円議 会 費

85.8１１億8,990万円１３億8,684万円総 務 費

93.2２７億8,062万円２９億8,427万円民 生 費

96.1１１億9,631万円１２億4,508万円衛 生 費

95.73,851万円4,024万円労 働 費

96.6１１億3,392万円１１億7,404万円農 林 業 費

96.9３億6,232万円３億7,381万円商 工 費

83.9２１億4,887万円２５億6,036万円土 木 費

100.0４億5,425万円４億5,425万円消 防 費

93.810億7,779万円１１億4,951万円教 育 費

96.7１４億9,399万円１５億4,556万円公 債 費

00万円571万円予 備 費

97.44,479万円4,599万円災 害 復 旧 費

92.0１２０億8,924万円１３１億3,620万円合 計

基金の現在高

文化振興基金
7,040万円

財政調整基金
５億1,846万円

スポーツ振興基金
3,406万円

減債基金
7,408万円

農業推進事業基金
7,190万円

地域振興基金
2,078万円

森林自然愛護基金
1,810万円

地域づくり推進基金
３億2,578万円

ワイン事業基金
７億0,045万円

国際交流基金
１億4,419万円

土地開発基金
３億9,532万円

社会福祉基金
２億7,215万円

企業振興促進基金
60万円

国民健康保険給付基金
3,535万円

公共下水道事業基金
6,189万円

教育基金
157万円

開庁１００年記念事業基金
2,116万円

育英基金
331万円

介護保険給付費準備基金
3,008万円

戸倉育英基金
70万円

鰹問 財政課　拶３９‐２３０６

　　　　　 　　   　　  特　別　会　計　 　   　　   （単位：万円）　

執行率（％）支出済額執行率（％）収入済額予算額会　計　名

91.2241,85691.0241,233265,085国民健康保険

89.4122,68491.8126,013137,304介 護 保 険

92.7289,19295.0296,303311,982老 人 保 健

94.93,45396.93,5263,638公設市場事業

95.089,66987.282,33394,408下 水道事業

92.210,66496.911,21511,570簡易水道事業

企　業　会　計　　　　　 　（単位：万円）　

執行率（％）
調定済額

予算額会　計　名
執行済額

99.740,48240,598収入
収益的収支

水 道 事 業
98.539,89340,487支出
100.47,9607,926収入

資本的収支
99.218,68118,829支出
95.345,94248,190収入

収益的収支
ワイン事業

89.843,01947,893支出
---収入

資本的収支
87.927,32231,068支出

出納閉鎖期日の５月３１日までに国庫・道支出金、市債などの歳入・歳出が確定し、平成１7年度の決算額になります。

をお知らせします

歳入・歳出予算額及び収入・支出済額は、平成１6年度繰越明許費を含んでいます。
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富良野の森を後世に残すために　　　

　

６
月
１
日
牙
、
第
１
回
森
づ

く
り
の
集
い
が
行
わ
れ
、
市
民

約　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

３０

　

C
・
C
・
C
富
良
野
自
然
塾

の
主
催
で
、
閉
鎖
さ
れ
た
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を

森
に
還
す
自
然
返
還
事
業
と
し

て
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
森
に

還
す
と
は
、
森
で
種
を
採
取
し

苗
を
育
て
そ
れ
を
植
樹
す
る
す

べ
て
の
過
程
を
い
い
、
将
来
的

に
は　

万
本
を
植
樹
す
る
予
定

１５

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
ヤ
チ
ダ
モ
・
マ
カ
バ
・
ミ
ズ

ナ
ラ
の
３
種
類
の
苗
の
植
樹
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

自
然
塾
で
は
、
ほ
か
に
自
然

体
験
に
よ
る
環
境
教
育
事
業
を

実
施
し
、
地
域
資
源
で
あ
る
富

良
野
の
森
を
後
世
に
引
き
継
い

で
い
く
た
め
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第１回森づくりの集い

最優秀賞は西中嘉本梨沙さん
　

5
月　

日
我
、
富
良
野
市
少

24

年
の
主
張
大
会
が
文
化
会
館
で

開
か
れ
、
市
内
の
中
学
校
か
ら

　

名
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

17
　

最
優
秀
賞
に
は
、
富
良
野
西

中
学
校
3
年
生
の
嘉
本
梨
沙

（
よ
し
も
と
り
さ
）さ
ん
が
選
ば

れ
ま
し
た
。主
張
題
は「
会
話
」。

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー

ル
等
の
普
及
に
よ
り
、
会
話
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
現
状

を
見
つ
め
直
し
、
文
字
ど
お
り

会
っ
て
話
し
を
す
る
会
話
を
通

じ
、
お
互
い
の
感
情
を
知
る
心

と
心
の
会
話
の
重
要
性
を
訴
え

て
い
ま
し
た
。

少
年
の
主
張
大
会

まちのできごと ZOOMUP
FURANO

ズズーームムアアッッププふふららのの

まちをキレイにしましょう！

花
植
え

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

安全運転を心がけましょう！
　

道
路
標
示
標
識
工
事
な
ど
を

し
て
い
る
北
進
開
発
株
式
会
社

（
旭
川
）
が
、
５
月
３
日
我
、
富

良
野
神
社
横
で
交
通
安
全
啓
発

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
交
通
安
全
啓
発
を

行
っ
た
の
は
社
員　

名
で
、
今

１２

回
富
良
野
市
内
で
仕
事
を
す
る

こ
と
に
な
り
、
仕
事
以
外
に
な

に
か
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に

交
通
安
全
の
呼
び
か
け
を
行
い

ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
道
路
の
ご
み
拾
い

も
行
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
啓
発
活
動

　

６
月　

日
峨
、「
富
良
野
市
国

１４

道
花
い
っ
ぱ
い
の
会
」
は
、
昨

年
に
続
い
て
、「
花
植
え
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
を
行
い
、
市
民

グ
ル
ー
プ
な
ど
約
１
８
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

苗
は
、
旭
川
開
発
建
設
部
が

提
供
し
、
ス
ト
ン
チ
シ
ア
・
ヒ

ソ
ッ
プ
な
ど
の
宿
根
草
を
約
３

０
０
０
本
。
富
良
野
市
場
前
か

ら
ふ
ら
の
生
協
前
ま
で
の
区
間

に
丁
寧
に
花
の
苗
を
植
え
ま
し

た
。

　

今
年
の
夏
は
、
道
路
が
た
く

さ
ん
の
花
に
囲
ま
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。　
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今
月
の
手
続
き
       文
月

７月

July

国
民
年
金

老
齢
基
礎
年
金

裁
定
請
求

昭
和　

年
７
月
生
ま
れ
（
満　

歳
）
の
方

１６

６５

誕
生
日
の
前
日
以
降
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

興
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
預
金
通
帳
・
戸
籍
謄
本
・
住
民

票
謄
本
な
ど

興
市
役
所
③
番
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

富
良
野
地
区
消
防
組
合
管
轄
に
お

い
て
も
、
こ
う
い
っ
た
原
因
の
火

災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

木
材
塗
料
を
使
用
す
る
際
は
、

商
品
の
取
扱
説
明
書
や
注
意
表
示

を
よ
く
読
み
、
塗
料
が
付
着
し
た

使
用
済
み
の
布
な
ど
は
、
多
量
の

水
に
浸
し
た
状
態
で
廃
棄
す
る
な

ど
の
注
意
事
項
を
よ
く
守
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

◆
事
故
の
特
徴 

・
発
熱
条
件
が
単
一
で
な
く
、
油

脂
を
含
ん
だ
布
な
ど
の
繊
維
の
状

態
に
よ
る
相
乗
効
果
で
発
火
に
至

る
。

・
発
熱
か
ら
発
火
に
至
る
ま
で
に

長
時
間
を
要
す
る
。 

・
発
熱
部
分
が
見
え
に
く
い
。

◆
自
然
発
火
が
起
こ
り
や
す
く
な

る
状
態
に
つ
い
て

虚
亜
麻
仁
油
、
桐
油
、
大
豆
油
な

ど
の
乾
性
油
は
比
較
的
酸
化
さ
れ

や
す
く
、
発
熱
し
や
す
い
。 

許
繊
維
を
積
み
重
ね
た
状
態
は
、

空
気
と
の
接
触
面
積
が
大
き
く
、

油
脂
の
酸
化
反
応
が
進
み
や
す

い
。 

距
積
み
重
ね
た
繊
維
は
空
気
を
多

く
含
む
た
め
、
断
熱
性
が
高
く
な

り
蓄
熱
し
や
す
い
。
ま
た
、
使
用

済
み
タ
オ
ル
を
バ
ケ
ツ
に
入
れ
た

時
な
ど
は
、
空
気
の
流
れ
が
悪
い

た
め
蓄
熱
さ
れ
や
す
い
。 

鰹問
 

消
防
本
部
予
防
課

拶
２
３
‐
５
１
１
９

く
ら
し

ウ
エ
ス
か
ら
の
　
　
　
　

　
　
　
　
自
然
発
火
火
災

　

天
然
植
物
油
を
主
成
分
と
し
た

塗
料
の
成
分
は
、
植
物
油
な
ど
に

含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
同
様
の
も

の
で
そ
れ
自
体
は
危
険
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ウ
エ

ス
や
布
に
染
み
込
ん
だ
状
態
で
空

気
に
接
触
し
た
際
に
発
す
る
酸
化

熱
か
ら
ゴ
ミ
袋
な
ど
の
中
で
自
然

発
火
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

催
し

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
　

啓
発
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

◆
と　

き　

７
月　

日
蚊　

小
雨

２３

決
行　

開
会
式
午
前
８
時　

分
３０

◆
と
こ
ろ　

山
部
太
陽
の
里

　
　
　
　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

◆
参
加
対
象　

　

市
民
１
０
０
名
（
先
着
順
）

◆
参
加
料　

　

２
０
０
円
（
プ
レ
ー
代
含
む
）

但
し
、
シ
ー
ズ
ン
券
購
入
者
は
無

料◆
申　

込　

７
月
５
日
我
〜
定
員

ま
で
。
福
祉
課
・
山
部
支
所
・
東

山
支
所
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

福
祉
課
福
祉
総
務
係

拶
３
９
‐
２
２
１
１

お
や
こ
劇
場

◆
と　

き　

７
月　

日
峨　

開
場

１１

午
後
６
時　

開
演
６
時　

分
３０

◆
と
こ
ろ　

文
化
会
館
大
会
議
室

◆
内　

容　

人
形
劇
「
ば
ば
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
い
そ
が
し
い
よ
る
」

◆
対　

象　

４
歳
〜
小
学
２
年
生

◆
入
会
金　

１
０
０
円

◆
会　

費　

月
額
９
０
０
円

　

※
当
日
の
入
会
も
で
き
ま
す
。

　富良野彌榮太鼓保存会では、財団法人自治総合センターのコミュニ
ティ助成金を受け、太鼓の補修（革張替）を行いました。
　この助成金は、同センターが全国自治宝くじの普及広報事業費とし
て受け入れる受託事業収入を財源として、住民が行なうコミュニティ
活動を促進し、その健全な発展を図るとともに、宝くじの普及広報を
目的に行なわれているものです。
　富良野彌榮太鼓保存会は、昭和48年に結成され、以来、太鼓を通し
青少年の健全育成並びに地域文化の向上、郷土芸能の発展に寄与する
ことを目的に活動しています。郷土を
代表する郷土芸能として、市の様々な
イベントに積極的に出演し、多くの市
民から支持されていますが、熱心な活
動に伴い、太鼓の傷みが激しく、ここ
数年、充分な練習・演奏ができない状
況にありました。
　今回のこの補修によって、今後、充
分な練習、演奏活動が行なわれ、活力
ある町づくりへのより一層の貢献が
期待されます。

コミュニティ助成金を受け

太鼓の補修を行いました。

鰹問 博物館　拶42‐2407
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鰹問
 

お
や
こ
劇
場拶

２
２
‐
５
８
９
４

富
良
野
の
自
然
に
　
　
　
　

親
し
む
集
い

　

夜
の
鳥
沼
探
検
。
暗
闇
の
沼
上

の
餌
を
求
め
て
飛
び
回
る
コ
ウ
モ

リ
、
さ
ら
に
ハ
ン
ノ
キ
の
林
で
幻

想
的
な
光
を
放
つ
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル

も
観
察
し
ま
す
。

◆
と　

き　

７
月　

日
画　

２１

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

◆
と
こ
ろ　

　
　
　
　

鳥
沼
公
園
ボ
ー
ト
乗
場

◆
参
加
料　

無　

料

◆
定　

員　
　

名
（
先
着
順
）

４０

◆
服
装
等　

夜
間
の
野
外
観
察
に

適
し
た
服
装
（
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・

帽
子
・
軍
手
）・
長
靴
・
虫
除
け
ス

プ
レ
ー
・
懐
中
電
灯

◆
申　

込　

博
物
館
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他　

○
雨
天
の
場
合
は
中
止

○
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。　

鰹問
 

博
物
館　

拶
４
２
‐
２
４
０
７

糖
尿
病
教
室
　
　
　
　
　
　

　
「
夏
の
め
ん
料
理
講
習
会
」

◆
と　

き　

７
月　

日
画

２１

　
　

午
前　

時
〜
午
後　

時　

分

１０

１２

３０

◆
と
こ
ろ　

　
　
　
　

文
化
会
館
調
理
実
習
室

◆
参
加
料　

５
０
０
円

鰹問
 

協
会
病
院
地
域
医
療
福
祉
科

拶
２
３
‐
２
１
８
１

募
集

自
衛
官
採
用
試
験

◎
２
等
陸
士
・
海
士
・
空
士

◆
受
験
資
格

　
　
　
　
　
　

歳
以
上　

歳
未
満

１８

２７

◆
受　

付　

８
月
１
日
峨
〜
９
月

８
日
画
の
間

◆
試
験
日　

男
子　

９
月　

日
我

２０

　

女
子　

９
月　

日
俄

２５

◎
曹
候
補
士

◆
受
験
資
格

　
　
　
　
　
　

歳
以
上　

歳
未
満

１８

２７

◆
受　

付　

８
月
１
日
峨
〜
９
月

８
日
画
の
間

◆
試
験
日　

１
次　

９
月　

日
臥

１６

◎
一
般
曹
候
補
学
生

◆
受
験
資
格

　
　
　
　
　
　

歳
以
上　

歳
未
満

１８

２４

◆
受　

付　

８
月
１
日
峨
〜
９
月

８
日
画
の
間

◆
試
験
日　

１
次　

９
月　

日
臥

１６

◎
航
空
学
生

◆
受
験
資
格

　
　

高
卒
（
見
込
含
）　

歳
未
満

２１

◆
受　

付　

８
月
１
日
峨
〜
９
月

８
日
画
の
間

◆
試
験
日　

１
次　

９
月　

日
臥

２３

鰹問
 

上
富
良
野
募
集
事
務
所

拶
４
５
‐
３
４
１
２

　

総
務
課
総
務
法
制
係

拶
３
９
‐
２
３
０
０

市
・
道
営
住
宅
入
居
者
募
集

◆
受
付
期
間７

月　

日
俄
〜　

日
画

１０

２１

◆
募
集
戸
数　

４
戸　

◆
入
居
資
格

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

◆
募
集
す
る
住
宅

▽
高
齢
者
向
け
住
宅

し
ら
か
ば
団
地
（
錦
町
８
番
）

　
（
平
成　

年
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）　

１
戸

１１

▽
単
身
者
向
け
住
宅

北
麻
町
１
・
２
番
（
浴
室
無
）

　
（
昭
和　

・　

・　

年
２
Ｄ
Ｋ
）

４４

４５

４６

３
戸

◆
家　

賃　

入
居
す
る
方
の
収
入

に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

◆
申　

込　

都
市
建
築
課
に
あ
る

申
込
書
に
記
入
し
、
必
要
な
書
類

（
収
入
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

鰹問
 

都
市
建
築
課
建
築
住
宅
係

拶
３
９
‐
２
３
１
６

「
ふ
ら
の
夏
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
作
戦
２
０
０
６
」
実
施
中

　
期
間
　
７
月
１
日
～
８
月
　
日
３１

　

本
格
的
な
観
光
時
期
を
迎
え
、
多
数
の
観
光
客
の
入
り
込

み
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
と
観
光
客
の
安
全

と
安
心
を
守
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
外
出
す
る
と
き
は
、
カ
ギ
か
け
声
か
け
を

○
運
転
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
・
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を

○
不
審
者
を
発
見
し
た
と
き
は
、
即
１
１
０
番
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講
座

I
T
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
科
　

講
習
会

◆
期　

間　

８
月
１
日
〜　

月　
１１

２２

日
の
間
の
平
日
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で

◆
と
こ
ろ　

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

◆
内　

容　

パ
ソ
コ
ン
操
作
技
術

の
習
得
と
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
資

格
を
取
得
す
る
講
習
（
富
良
野
市

循
環
型
経
済
活
性
化
促
進
協
議
会

の
主
催
）

◆
対　

象　
　

歳
以
上
で
休
ま
ず

１８

受
講
で
き
る
方

◆
定　

員　
　

名
２０

◆
受
講
料　

無
料

◆
申　

込　

７
月　

日
峨
〜
７
月

１１

　

日
峨
の
間
に
、
人
材
開
発
セ
ン

２５タ
ー
窓
口
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

拶
２
２
‐
２
６
１
９

子
ど
も

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

現
在
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
お

子
さ
ん
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
家
庭
が
増
え
、
そ
の
よ

う
な
お
子
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
環

境
も
不
足
し
て
い
ま
す
。
日
本
で

は
、
そ
の
よ
う
な
お
子
さ
ん
の
多

く
が
施
設
な
ど
で
集
団
生
活
を
し

て
い
ま
す
が
、
自
分
の
家
庭
に
迎

え
入
れ
、
愛
情
を
込
め
て
養
育
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の

が
、『
里
親
』
と
い
う
制
度
で
す
。

　

養
育
を
お
願
い
す
る
期
間
は
、

そ
の
お
子
さ
ん
の
家
庭
事
情
に
よ

り
異
な
り
ま
す
が
、
長
期
間
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。（
た
だ
し
、

１
年
以
内
に
限
定
し
た
「
短
期
里

親
」
と
い
う
制
度
も
あ
り
ま
す
。）

お
子
さ
ん
を
養
育
す
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
養
育
費
と
し
て
、
里
親
手

当
、
生
活
費
、
学
校
教
育
費
、
医

療
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

鰹問
 

旭
川
児
童
相
談
所

拶
０
１
６
６
‐
２
３
‐
８
１
９
５

鰹問
 

児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

拶
３
９
‐
２
２
２
３

●
み
ん
な
も
遊
ぼ
う
よ
！

　

市
内
の
５
つ
の
児
童
館
は
だ
れ

で
も
自
由
に
利
用
が
で
き
ま
す
。

◆
開
館
時
間　

　

月
〜
金
曜
日　

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

　

土
曜
日
・
夏
休
み

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

※
午
後
４
時　

分
〜
５
時
ま
で
は

３０

清
掃
時
間
の
た
め
自
由
な
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

鰹問
 

児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

拶
３
９
‐
２
２
２
３

７
月
の
児
童
館
行
事

詳
し
く
は
各
館
（
セ
ン
タ
ー
）
へ

と
こ
ろ

緑町児童館
（緑町１３‐８）

拶２２‐３３７０

北の峰児童館
（北の峰町２７‐１）

拶２３‐４８０４

麻町児童センター
（西麻町２‐３３）

拶２３‐２９７７

桂木児童センター
（桂木町２‐４１）

拶２２‐３７９２

東部児童センター
（錦町１３‐１）

拶２３‐５１２９

と
き
・
内
容

▽
　
日
２０
　
粉
風
船

▽
　
日
２７
　
ち
び
っ
こ
ク
ッ
キ

　
ン
グ
（
フ
ル
ー
ツ

　
ポ
ン
チ
）

▽
　
日
１０
　
シ
ャ
ボ
ン
玉
　
　

　
あ
そ
び

▽
　
日
　

３１
　
夏
休
み
お
楽
し
み

　
会

▽
　
日
１５
　
ピ
ク
ニ
ッ
ク

▽
　
日
　

２７
　
あ
さ
ま
ち
っ
子
　

　
ま
つ
り

▽
　
日
１４
　
シ
ャ
ボ
ン
玉
　
　

　
あ
そ
び

▽
　
日
２４
　
ブ
ー
メ
ラ
ン
つ
く
り

▽
　
・
　
日

１７

１８

　
フ
エ
ル
ト
手
芸

▽
　
日
２０
　
ミ
ニ
運
動
会

ササササササササササササササササササササママママママママママママママママママママーーーーーーーーーーーーーーーーーーーージジジジジジジジジジジジジジジジジジジジャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボ宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくサマージャンボ宝くじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじ

１等・前後賞合わせて３億円
この宝くじの収益金は、市町村の明るく

住みよいまちづくりに使われます

仕発売期間　７月１３日牙～８月１日峨

仕抽せん日　８月１１日画

中小企業大学校
旭川校の研修案内

虚経営トップセミナー　

対象　中小企業の経営者役員　定員３０名

７月２１日画～２２日臥

許ファシリテーションと交渉力

対象　管理者部門のリーダー　定員３０名

７月２４日俄～２７日牙

距明日から出来る！お客様ニーズのつかみ方

８月２日我～４日画　定員２５名

鋸ホームページの戦略的活用　定員２０名

前半　８月２３日我～２５日画　
後半　９月２７日我～２８日牙　

問合せ／申込み
中小企業大学校旭川校
拶0166‐65‐1200
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年
金

障
害
基
礎
年
金
（
年
金
コ
ー
ド
６

３
５
０
・
２
６
５
０
）
の
受
給
者

の
方
へ

　

７
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す
。

届
出
書
は
直
接
、
社
会
保
険
庁
か

ら
本
人
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

7
月
末
日
ま
で
に
市
役
所
国
保
年

金
係
、
ま
た
は
山
部
・
東
山
支
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
は
、
引
き
続
き
年
金
を

受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
、

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
提

出
が
な
い
と
年
金
が
一
時
的
に
と

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

国
民
年
金
の
免
除
制
度
が
変
わ
り

ま
す

　

保
険
料
の
支
払
が
困
難
な
場
合

は
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
免

除
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、

７
月
よ
り
全
額
免
除
・
半
額
免
除

の
ほ
か
に
４
分
の
１
と
４
分
の
３

の
２
種
類
の
免
除
が
加
わ
り
ま
す
。

本
人
の
所
得
や
世
帯
主
の
所
得
に

よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
免
除
が
変
わ

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

年
金
証
書
を
失
く
し
た
と
き
は
再

交
付
の
手
続
き
を

　
「
年
金
証
書
」
を
汚
し
た
り
、
失

く
し
た
り
し
た
と
き
は
、「
年
金
証

書
再
交
付
申
請
書
」
を
社
会
保
険

事
務
所
に
提
出
し
て
、「
年
金
証

書
」
の
再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　
「
年
金
証
書
」
は
、
年
金
を
受
け

る
権
利
の
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

も
の
で
す
。
各
種
の
届
出
や
年
金

相
談
の
と
き
に
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

保
険
料
の
支
払
い
は
お
忘
れ

な
く

鰹問
 

市
民
課
国
保
年
金
係

拶
３
９
‐
２
３
０
１

開館時間は　　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時　

●児童書（新着）
長　新太ありがとうへんてこライオン
クレメント・ハードとんでもないおいかけっこ
谷川　俊太郎すき（詩の風景）
Ｃ・Ｓ・ルイスライオンと魔女

●一般書（新着）
東野　圭吾夢はトリノをかけめぐる
田口　ランディ被爆のマリア
澤田　ふじ子お火役凶状
町田　康テースト・オブ・苦虫２

催　し

水墨画展　１日～１５日２階展示ホール
和紙絵教室いち葉会作品展１９日～２７日
広島・長崎原爆展　29日～８月６日
絵本の読み聞かせ・映画・手づくり
紙芝居の集い ８日臥午前１０時３０分～

多目的ホール

ボランティアどんぐり おはなし会毎週水
曜日午後３時から（夏休み期間中は休み）

絵本コーナー

休館日

定例休館日　毎週月曜日
整理休館日　２８日画
振替休館日　１８日峨

（７月）

鰹問 図書館
拶２２‐３００５

富
良
野
市
功
労
表
彰
・
貢
献
表
彰

候
補
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

■
功
労
表
彰

　

次
に
該
当
す
る
個
人
・
団
体
が
対
象
と
な
り
ま
す

虚
自
治
の
振
興
発
展
に
功
績
が
顕
著
　
８
～
　
年
以
上

２０

　

市
長
や
議
員
・
行
政
委
員
・
各
種
委
員
・
消
防
団
員
で
あ
っ
た
方
な

ど
を
対
象
と
し
ま
す
。

許
産
業
経
済
の
振
興
発
展
に
功
績
が
顕
著
　
　
年
以
上

２０

　

商
工
観
光
・
建
築
土
木
・
農
林
関
係
分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
、
功
績

の
あ
る
方
な
ど
を
対
象
と
し
ま
す
。
ま
た
、
優
れ
た
発
明
や
改
善
を
し

た
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

距
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
環
境
に
功
績
が
顕
著
　
　
年
以
上

２０

　

疾
病
予
防
・
社
会
福
祉
向
上
・
環
境
の
保
全
・
廃
棄
物
の
適
正
処
理

な
ど
に
功
績
の
あ
る
方
・
民
生
児
童
委
員
・
人
権
擁
護
委
員
な
ど
を
対

象
と
し
ま
す
。

鋸
教
育
・
文
化
・
体
育
・
科
学
技
術
の
振
興
に
功
績
が
顕
著
　
　
年
以
上

２０

　

学
術
・
芸
術
・
教
育
・
文
化
財
保
護
・
体
育
振
興
な
ど
に
功
績
の
あ

る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

■
貢
献
表
彰　

次
に
該
当
す
る
個
人
・
団
体
が
対
象
と
な
り
ま
す

　
地
域
自
治
・
地
域
振
興
に
大
き
く
貢
献
　
　
年
以
上

２０

　

連
合
会
長
や
町
内
会
長
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
青
少
年
育
成
活
動

な
ど
各
種
の
市
民
活
動
に
功
績
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

■
推
薦
方
法

　
「
富
良
野
市
表
彰
候
補
者
推
薦
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
（
必
要
に

応
じ
て
参
考
資
料
を
添
付
）
し
、
市
役
所
、
山
部
・
東
山
支
所
に
直
接

提
出
、
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
期　

日　

８
月
１
日
峨　

必
着

■
そ
の
他　

推
薦
書
及
び
推
薦
要
領
は
、総
務
課
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鰹問
 

総
務
課
総
務
法
制
係

拶
３
９
‐
２
３
０
０
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お子さんの
写真を募集
しています！

寄
付
  あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

富
良
野
市
へ

児
島
応
龍
（
東
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　

金　
　

万
円

３０

富
良
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長　

木
村　

哲

　
　
　

児
童
用
両
面
書
架　

２
台

座
間
ト
ヨ
（
錦
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　

金　
　

万
円

３０

藤
堂
英
一
朗
（
若
葉
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　

油
絵　

１
枚

津
田
シ
ズ
エ
（
北
麻
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　

金　

３
万
円

鹿
野
貞
子
（
本
町
）

　
　
　
　
　

金　

１
０
０
０
万
円

寿
光
園
へ

佐
藤
金
夫
（
山
部
）

　
　
　
　
　

花
の
苗　

３
５
０
本

小
早
川
健
（
山
部
）

　
　
　
　
　

花
の
苗　

２
０
０
本

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

順
不
同
・
敬
称
略

「仲良し兄妹です！」

　佐藤　 大地 さん
だいち

(５歳）

　小山　 愛海 さん  
あいみ

　(２歳）

若葉町

虹
消
え
て
女
が
守
る
錦
鯉

山
田
ク
ニ
子

青
水
無
月
竹
馬
の
友
に
遭
ふ
 温
泉
 

い
で
ゆ

岩
田
　
美
雪

北
の
夏
ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン
熱
気
の
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  久
守
喜
多
子

新
緑
の
隣
人
夫
と
パ
ー
ク
行
き

辰
己
　
久
子

父
の
日
に
決
意
あ
ら
た
む
介
護
の
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  木
戸
　
美
星

父
の
日
の
似
顔
絵
並
ぶ
保
育
園

武
内
　
昭
子

ア
ル
バ
ム
を
ふ
と
開
き
見
て
笑
み
返
す

幾
多
の
人
よ
幸
せ
で
す
か
　
　
　
　
　
村
上
せ
つ
子

夫
逝
き
て
空
気
の
よ
う
に
居
た
人
が

早
十
年
の
時
を
刻
み
て
　
　
　
　
　
　
村
上
　
ユ
ミ

田
を
囲
み
畦
に
咲
き
満
つ
芝
桜

張
り
し
水
面
に
花
を
映
し
て
　
　
　
   坂
東
　
節
子

介
護
認
定
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
れ
ら
れ
て

痛
み
は
春
の
闇
に
消
さ
れ
り
　
　
　
　
雪
原
　
一
世

歌
碑
ロ
ー
ド
巡
れ
ば
落
葉
積
り
い
て

靴
裏
ふ
か
ぶ
か
と
踏
み
心
地
よ
く
　
　
山
内
　
千
代

じ   ん

ふらのの元気を紹介します！　われら ふらの人

左から

「仲良し姉弟です！」

　坂口　 舞奈 さん
まいな

(３歳）

　小山　 遥真 さん  
はるま

　(８カ月）

錦町

左から
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歯
磨
き
は
大
切
な
習
慣
で
す
が
、

た
い
て
い
の
幼
児
は
歯
磨
き
を
嫌

が
る
の
で
手
を
焼
く
保
護
者
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

２
歳
く
ら
い
に
な
る
と
自
分
で

磨
く
と
主
張
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
自
分
で
や
ろ
う
と
す
る
意
欲

は
尊
重
し
て
、
ま
ず
は
思
い
通
り

に
磨
か
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

し
か
し
ほ
と
ん
ど
歯
垢
は
取
れ
て

い
ま
せ
ん
の
で
仕
上
げ
磨
き
は
必

要
で
す
。
小
学
校
低
学
年
く
ら
い

ま
で
は
１
人
で
は
充
分
に
磨
け
な

い
こ
と
が
多
い
で
す
か
ら
、
そ
れ

ま
で
は
大
人
が
仕
上
げ
磨
き
を
し

ま
し
ょ
う
。
理
想
を
言
え
ば
食
べ

た
ら
す
ぐ
磨
く
の
が
良
い
の
で
す

が
、
嫌
が
る
幼
児
な
ら
、
最
低
で

も
１
日
１
回
、
夜
寝
る
前
に
し
っ

か
り
磨
け
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
。

仕
上
げ
磨
き
を
嫌
が
っ
た
ら

　

嫌
が
っ
た
ら
そ
こ
で
中
断
す
る

の
で
は
な
く
、
手
足
を
押
さ
え
て

で
も
可
能
な
限
り
一
通
り
磨
き
ま

し
ょ
う
。
終
わ
っ
た
ら
「
よ
く
頑

張
っ
た
ね
」
と
必
ず
ほ
め
て
あ
げ

て
下
さ
い
。
そ
れ
が
難
し
け
れ
ば

　

秒
で
も
い
い
の
で
今
回
は
上
顎

３０の
奥
歯
だ
け
と
範
囲
を
決
め
て
、

手
早
く
か
つ
的
確
に
磨
き
ま
す
。

そ
し
て
次
に
行
う
と
き
は
下
の
奥

歯
と
い
う
よ
う
に
、
１
日
数
回
に

分
け
て
口
の
中
を
１
周
す
る
よ
う

に
す
れ
ば
「
毎
回
が
い
い
加
減
」

に
な
る
こ
と
を
防
げ
ま
す
。

な
ぜ
嫌
が
っ
て
い
る
の
か
考
え
て

み
る

○
歯
ブ
ラ
シ
を
見
た
だ
け
で
嫌
が

る
の
な
ら
、
歯
磨
き
は
痛
く
な
い

こ
と
を
少
し
ず
つ
理
解
さ
せ
、
力

の
入
れ
方
、
歯
ブ
ラ
シ
の
硬
さ
、

歯
肉
や
小
帯
に
歯
ブ
ラ
シ
が
あ

た
っ
て
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
歯
磨
剤
が
嫌
な
ら
当
面
使
用
し

な
く
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

○
や
さ
し
く
語
り
か
け
る
な
ど
楽

し
い
雰
囲
気
作
り
を
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。
真
剣
な
顔
で
歯
磨
き
す

る
と
子
ど
も
は
ま
す
ま
す
い
や
に

な
り
ま
す
。

○
子
ど
も
の
理
解
度
に
あ
わ
せ
て

歯
磨
き
は
お
風
呂
に
入
る
な
ど
と

同
じ
必
要
な
習
慣
で
あ
る
こ
と
を

教
え
ま
し
ょ
う
。

○
虫
歯
は
歯
磨
き
だ
け
で
完
璧
に

防
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

甘
味
物
（
ジ
ュ
ー
ス
類
も
含
む
）

の
量
を
決
め
、
だ
ら
だ
ら
食
べ
さ

せ
な
い
。
と
い
っ
た
生
活
習
慣
も

含
め
て
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医

で
定
期
的
に
フ
ッ
素
を
塗
布
す
る

こ
と
も
お
奨
め
し
ま
す
。

お元気ですか　保健師です

●幼児の歯磨き

Ｑ

A

ダイヤル交換市ダイヤル交換市

自
宅
で
出
来
る
仕
事
が
な

い
か
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
検
索
し
、
資
料
請
求
を
し
た

ら
電
話
が
来
て
、
そ
の
内
職
を

す
る
に
は　

万
円
近
い
教
本
の

５０

契
約
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
の
で
「
そ
ん
な
高
い
お

金
、
急
に
用
意
は
で
き
な
い
」

と
言
い
ま
し
た
。
す
る
と
「
最

低
で
も
月
３
万
の
収
入
に
な
る

か
ら
返
せ
ま
す
よ
」
と
、
夫
に

内
緒
で
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
消

費
者
金
融
機
関
を
紹
介
さ
れ
、

い
わ
れ
る
ま
ま
借
り
た
お
金
を

そ
の
会
社
に
振
り
込
み
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
い
ざ
始
め
て
み
る
と

一
度
も
仕
事
は
な
く
、
支
払
だ

け
が
残
っ
て
い
ま
す
。
解
約
し

た
い
の
で
す
が
、
ど
う
し
た
ら

良
い
の
で
し
ょ
う
。

消
費
者
相
談 
Ｑ
＆
Ａ

内
職
商
法

◆登録・希望は随時受け付けます。
◆登録期間は６カ月です。

 譲ります 
捌ロールマッサージ機捌男性大人用ス
キーウエア（Ｍ）捌縦型ブラインド捌
浴衣・帯捌ウエストベルトマシーン捌
イタリア製チェスト捌ドレッサー捌籐
ついたて捌籐椅子捌扇風機捌衣装かけ
捌ラジオカセット捌留袖捌吸入器捌綿
入丹前捌ミニファンヒーター 捌冷凍冷
蔵庫捌オーディオセット捌学習机（棚
付）捌按摩器捌ビデオカメラ捌空気清
浄機

 譲ってください 
捌ジュニアシート捌子ども用２段ベッ
ト捌テレビ捌全自動洗濯機捌緑峰高校
男子制服捌留袖捌小型冷蔵庫捌長靴１８
～２２㎝（夏用）

※消費生活センター・各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
　不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

鰹問 消費生活センター 　拶３９‐１１６６
　月～金曜日 午前１０時～午後４時

※相談窓口・ダイヤル交換市は

こ
れ
は
内
職
商
法
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
、
文
字
入
力

内
職
な
ど
で
高
収
入
を
う
た
い
、

高
額
な
教
材
や
Ｃ
Ｄ
の
契
約
を

さ
せ
る
も
の
で
す
。
こ
の
相
談

は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が

過
ぎ
て
い
ま
し
た
が
、
契
約
書

に
嘘
の
年
収
を
書
か
せ
た
な
ど
、

問
題
点
が
多
か
っ
た
の
で
、
そ

の
事
を
文
章
に
書
い
て
業
者
に

送
り
、
交
渉
す
る
よ
う
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
し
た
。
業
者
が
契
約

書
の
書
き
方
を
教
え
る
と
言
っ

て
、
こ
の
相
談
の
よ
う
に
指
図

さ
れ
る
ま
ま
に
記
入
し
た
と
い

う
相
談
は
多
い
の
で
す
が
、
自

筆
で
記
入
し
て
い
る
以
上
指
図

さ
れ
た
か
ど
う
か
を
実
証
す
る

の
は
大
変
困
難
で
す
。
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編集後記◆◆◆
■サッカーのワールドカッ
プドイツ大会が始まってい
ます。サッカーが好きになっ
たのが１９９４年のアメリカ大
会を見たときから。当時は夜
中中サッカーを見ていまし
た。今大会も好カードばかり
で、寝不足の日々が続きそう
です。（と）

今月のラジオ

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」

・放送日時　毎週　月曜日～金曜日午前８時から８時５分

・放送内容　市からのお知らせやまちの話題など

まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり

・放送日時　７月22日臥　午前１０時から１０時４５分

・放送内容　第３８回　北海へそ祭り

音楽大行進

　６月１５日牙、富良野市内の児童生徒

による音楽大行進が行われました。

　日ごろの練習の成果を十分に披露し、

元気いっぱい行進している姿がとても

印象的でした。

■６月の異動で主幹、係長と
ともに広聴広報係に異動と
なり、今まで読者のひとりで
という立場から一転…。
自分の書いた記事をみなさ
んに読んでもらえるよう頑
張ります。よろしくお願いし
ます。（み）


